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広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

赤井川へき地保育所運動会／2022年6月25日

02 	議会だより
07 	トピックス 軽スポーツの集い・(株)ロード技研に感謝状贈呈 ほか
09 	健康支援センターだより 住民健診のご案内・各健診の申込み方法および受診方法のお知らせ ほか
12 	むらの事件簿 避難訓練を実施しました・応急手当講習の開催 ほか
14 	スポーツニュース 各種大会の結果・第７会カルデラカップパークゴルフ大会の開催
15 	お知らせ伝言板 第10回メープル街道393もみじ祭・村税等の納税通知書を発布しました ほか
24 	赤井川村写真館・編集後記 
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令
和
４
年
４
月
か
ら
６
月
ま

で
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
例
議

会
及
び
臨
時
議
会
の
審
議
内

容
・
一
般
質
問
等
を
要
約
し
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

定

例

会

報

告

◎
令
和
４
年
第
２
回
赤
井
川
村

　

議
会
定
例
会

　
（
６
月
15
日
～
16
日
開
催
）

【
村
長
行
政
報
告
】

〇
赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
及

　

び
赤
井
川
村
個
人
情
報
保
護

　

条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

〇
赤
井
川
村
地
域
公
共
交
通
計

　

画
書
の
策
定
に
つ
い
て

〇
む
ら
バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ

　

い
て

〇
赤
井
川
村
と
株
式
会
社
ジ
ェ

　

イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
と
の

　

包
括
連
携
協
定
の
締
結
に
つ

　

い
て

〇
令
和
４
年
３
月
１
日
以
降
工

　

事
等
発
注
状
況
に
つ
い
て

【
審
議
結
果
】

○
条
例
案

・
赤
井
川
村
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

　
（
専
決
処
分
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
赤
井
川
村
過
疎
地
域
に
お
け

　

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
（
専

　

決
処
分
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
赤
井
川
村
職
員
の
育
児
休
業

　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
国
民
健
康
保
険
税

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

○
報
告

・
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

　

つ
い
て
（
一
般
会
計
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

　

つ
い
て
（
簡
易
水
道
事
業
特

　

別
会
計
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

○
補
正
予
算
案

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
16
号（
専
決
処
分
））

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
３
年
度
介
護
保
険
サ
ー

　

ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
４
号
（
専
決
処
分
））

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
１
号（
専
決
処
分
））

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

　

号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

　

育
給
付
費
国
庫
負
担
金
等　

　
（
増
額
）

３
１
２
万
３
千
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　

チ
ン
接
種
事
業
国
庫
負
担
金

　

等
（
増
額
）２

６
４
万
１
千
円

［
歳
出
］

・
電
話
交
換
設
備
購
入
費
（
新

　

規
）

４
９
５
万
円

・
保
育
所
広
域
入
所
委
託
料　

　
（
増
額
）

３
４
３
万
２
千
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

　

給
付
金
給
付
事
業
（
新
規
）

91
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　

チ
ン
接
種
委
託
料
等（
増
額
）

１
５
７
万
６
千
円

・
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
厨
房
機

　

器
等
保
守
業
務
委
託
等
（
新

　

規
）

１
０
９
万
１
千
円

・
移
住
・
定
住
支
援
事
業
補
助

　

金
（
新
規
）１

，
８
０
０
万
円

○
そ
の
他

・
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

　

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
一

　

部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い

　

て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

　

合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る

　

規
約
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

　

当
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更

　

す
る
規
約
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
村
道
富
田
線
富
田
橋
補
修
工

　

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

　

て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
契
約
の

　

締
結
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

　

補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

当　

選

◇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

佐
々
木　

優
さ
ん
（
再
任
）

　

二
川　

英
司
さ
ん
（
再
任
）

　

中
井　

郁
子
さ
ん
（
再
任
）

　

中
西　
　

貢
さ
ん
（
新
任
）

◇
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　

青
木　

清
次
さ
ん
（
再
任
）

　

工
藤　

美
子
さ
ん
（
再
任
）

　

工
藤
二
三
男
さ
ん
（
再
任
）

　

小
山
田
光
禅
さ
ん
（
再
任
）

　
（
任
期
・
令
和
４
年
８
月
５

　

日
～
令
和
８
年
８
月
４
日

　

４
年
間
）

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
議
会

　

議
員
研
修
等
の
計
画
に
関
す

　

る
決
議
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

○
意
見
書

　

意
見
書
案
が
４
件
提
出
可
決

　

の
上
、
議
長
名
に
よ
り
関
係

　

省
庁
な
ど
に
提
出
い
た
し
ま

　

し
た
。

・
補
聴
器
購
入
等
の
改
善
を
は

　

じ
め
、
難
聴
（
児
）
者
へ
の

　

支
援
拡
充
を
求
め
る
自
治
体

　

意
見
書

　

提
出
者　

川
人　

孝
則

　

賛
成
者　

山
口　

芳
之

・
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
の

　

７
月
20
日
へ
の
固
定
化
を
求

　

め
る
意
見
書

　

提
出
者　

山
口　

芳
之

　

賛
成
者　

連　
　
　

茂

・
林
業
、
木
材
産
業
に
よ
る
グ

　

リ
ー
ン
成
長
に
向
け
た
施
策

　

の
充
実
、
強
化
を
求
め
る
意

　

見
書

議
会
だ
よ
り
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提
出
者　

連　
　
　

茂

　

賛
成
者　

曽
根　

敏
明

・
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ

　

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導
入
中

　

止
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

曽
根　

敏
明

　

賛
成
者　

能
登　

ゆ
う

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
３
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

・
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

　

号
）

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

総
務
開
発
常
任
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
５
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
４
件
に

つ
い
て
原
案
の
と
お
り
採
択
し
、

１
件
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

◎
採
択

・
補
聴
器
購
入
等
の
改
善
を
は

　

じ
め
、
難
聴
（
児
）
者
へ
の

　

支
援
拡
充
を
求
め
る
自
治
体

　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

・
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
の

　

７
月
20
日
へ
の
固
定
化
を
求

　

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

　

て
・
林
業
、
木
材
産
業
に
よ
る
グ

　

リ
ー
ン
成
長
に
向
け
た
施
策

　

の
充
実
、
強
化
を
求
め
る
意

　

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

・
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ

　

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導
入
中

　

止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　

に
つ
い
て

◎
不
採
択

・
北
海
道
へ
の
「
核
の
ご
み
」

　

持
ち
込
み
に
反
対
す
る
意
見

　

書
の
提
出
に
つ
い
て

［
討
論
］

反
対　

連

　
　

原
子
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

す
る
難
し
さ
や「
核
の
ご
み
」

　

の
処
理
方
法
が
確
立
さ
れ
て

　

い
な
い
為
、
原
発
の
再
稼
働

　

や
放
射
性
廃
棄
物
を
ど
う
す

　

る
か
と
い
う
問
題
は
今
後
も

　

注
視
し
、
地
方
に
お
い
て
も

　

協
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

　

り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
同
じ

　

管
内
で
最
終
処
分
場
の
問
題

　

を
議
論
し
て
い
る
中
、
赤
井

　

川
村
と
し
て
、国
に
対
し「
北

　

海
道
に
核
の
ご
み
を
持
ち
込

　

ん
で
欲
し
く
な
い
」
と
要
望

　

す
る
の
は
、
少
し
身
勝
手
だ

　

と
感
じ
た
た
め
意
見
書
の
採

　

択
に
反
対
し
ま
す
。

賛
成　

能
登

　
　
「
沈
黙
は
同
意
を
示
す
」

　

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
　
「
核
の
ご
み
」
地
層
処
分

　

は
、
安
全
性
へ
の
不
安
・
懸

　

念
が
払
し
ょ
く
さ
れ
ず
、
周

　

辺
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
も

　

生
活
の
安
心
を
脅
か
し
か
ね

　

ま
せ
ん
。
影
響
を
受
け
か
ね

　

な
い
周
辺
自
治
体
の
議
会
と

　

し
て
、
沈
黙
は
適
切
で
は
な

　

い
と
考
え
、
当
意
見
書
の
採

　

択
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

賛
成　

能
登
、
湯
澤　
　

２
人

反
対　

山
口
、
川
人
、
曽
根

　
　
　

連　
　
　
　
　
　

４
人

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

賛
成
少
数
に
よ
り
原
案
否
決

一 

般 

質 

問 

と 

答 

弁

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
は
、

議
員
自
ら
要
約
し
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
一
般
質
問
と

答
弁
の
全
文
は
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
の
中
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

◆
連　

茂　

議
員
◆

質
問
【
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　

に
つ
い
て
】

　

コ
ロ
ナ
騒
動
が
徐
々
に
消

音
に
向
か
い
始
め
、
国
は
経

済
の
回
復
の
為
、
音
楽
や
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
制
限
緩

和
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の

再
開
も
含
め
観
光
や
レ
ジ
ャ

ー
の
促
進
、
海
外
か
ら
の

渡
航
者
の
条
件
緩
和
な
ど
、

様
々
な
政
策
に
よ
り
、
ひ
と

の
流
れ
を
増
や
し
、
ひ
と
の

動
き
を
活
発
化
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

赤
井
川
村
は
そ
の
よ
う
な

人
の
流
れ
を
迎
え
入
れ
る
準

備
は
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う

か
・・
？

質
問
１　

先
日
、
カ
ル
デ
ラ

　

の
味
覚
（
あ
じ
）
ま
つ
り

　

の
中
止
及
び
終
了
の
報
告

　

を
受
け
村
長
の
率
直
な
感

　

想
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

　

今
後
、
そ
れ
に
代
わ
る
イ

　

ベ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
構

　

築
し
て
い
く
の
か
？
又
は

　
「
必
要
な
い
」
と
思
わ
れ

　

て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
下

　

さ
い
。

質
問
２　

今
年
、
役
場
主
体

　

で
『
も
み
じ
祭
』
を
数
回

　

に
分
け
て
行
う
と
い
う
報

　

告
を
受
け
ま
し
た
。
ど
の

　

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る

　

の
か
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

　

し
て
い
る
も
の
を
お
聞
か

　

せ
く
だ
さ
い

質
問
３　

そ
れ
以
外
、
赤
井

　

川
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
な

　

イ
ベ
ン
ト
や
事
業
が
あ
れ

　

ば
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

質
問
４　

観
光
地
域
づ
く
り

　

法
人
で
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
特

　

定
非
営
利
活
動
法
人
の
観

　

光
協
会
、
村
の
観
光
を
担

　

い
Ｐ
Ｒ
す
る
団
体
が
ふ
た

　

つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ

　

も
二
つ
の
団
体
が
必
要
な

　

の
か
？
ま
た
、
二
つ
あ
る

　

法
人
の
業
務
を
ど
の
よ
う

　

に
振
り
分
け
、
整
理
さ
れ

　

て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く

　

だ
さ
い
。

質
問
５　

そ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
現

　

在
取
り
組
ん
で
い
る
農
泊

　

事
業
の
現
状
と
こ
れ
か
ら

　

の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か

　

せ
く
だ
さ
い
。

質
問
６　

村
を
売
り
込
む
こ

　

と
も
村
長
の
仕
事
の
ひ
と

　

つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

　

す
。
先
日
、
新
聞
で
紹
介

　

さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
企
画

　

と
の
包
括
連
携
協
定
も
こ

　

の
村
に
大
き
な
役
割
を
担

　

っ
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待

　

し
ま
す
が
、
包
括
連
携
が

　

も
た
ら
す
も
の
や
、
村
の

　

主
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と

　

観
光
（
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）

　

に
付
加
す
る
村
の
Ｐ
Ｒ
な

　

ど
、
今
後
の
産
業
振
興
に

　

対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
（
計
画
）

　

が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ

　

さ
い
。

  答
弁　

馬
場
村
長

　

１
点
目
の
「
カ
ル
デ
ラ
の
味

覚
ま
つ
り
」
中
止
に
関
し
て
は
、

昭
和
57
年
以
来
、
村
の
農
産
物

や
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的
で
永

き
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
き
た

お
祭
り
が
無
く
な
る
こ
と
は
寂
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し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
中
止
の
判
断
に
至
る
ま
で

の
理
由
を
考
え
る
と
最
終
的
に

は
実
行
委
員
会
の
判
断
を
尊
重

し
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
村
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た

り
村
民
も
一
緒
に
楽
し
め
る
、

お
祭
り
的
イ
ベ
ン
ト
は
村
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
は
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

行
政
が
全
て
取
り
仕
切
る
の
で

は
無
く
、
関
係
組
織
や
住
民
に

よ
る
自
発
的
・
主
体
的
な
活
動

か
ら
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し

て
村
は
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
村
が
主
催
す
る

「
も
み
じ
祭
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
後
の
新
し

い
イ
ベ
ン
ト
の
模
索
と
し
て
１

日
日
程
の
集
中
開
催
か
ら
２
～

４
回
程
度
の
分
散
で
開
催
す
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

内
容
を
見
直
し
て
開
催
数
を
増

や
す
こ
と
で
、
よ
り
Ｐ
Ｒ
の
機

会
を
増
や
し
、
そ
の
時
期
な
ら

で
は
の
企
画
で
農
産
物
販
売
を

中
心
に
、
通
り
か
か
っ
た
人
が

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
楽
し
む
イ

メ
ー
ジ
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
３
点
目
の
ご
質
問
に

関
し
て
は
、
現
在
村
が
主
催
し

て
Ｐ
Ｒ
す
る
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト

は
「
も
み
じ
祭
」
の
み
で
す
。

　

４
点
目
の
ご
質
問
で
す
が
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
村
全
体
を
俯
瞰
し
て

観
光
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

司
令
塔
、
外
か
ら
お
客
を
呼
ぶ

企
画
立
案
組
織
に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
す
。
観
光
協
会
は
、
各
事

業
者
が
村
内
で
宿
泊
・
食
や
体

験
な
ど
も
て
な
す
側
の
役
割
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

５
点
目
の
村
内
の
関
係
者
で

組
織
す
る
農
泊
推
進
協
議
会
で

進
め
て
い
る
農
林
水
産
省
の
補

助
事
業
「
農
泊
推
進
事
業
」
に

つ
い
て
で
す
が
、
本
年
度
取
り

組
み
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
で
企
画
し
た
事
業
に
思
う

よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
を

取
り
な
が
ら
、
テ
ス
ト
的
に
宿

泊
メ
ニ
ュ
ー
や
野
外
活
動
メ
ニ

ュ
ー
等
を
実
践
し
交
流
人
口
増

加
に
取
り
組
む
と
聞
い
て
お
り
、

村
も
引
き
続
き
様
々
な
分
野
で

広
く
協
力
・
応
援
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
点
目
の
包
括
連
携
が
も
た

ら
す
も
の
や
、
産
業
振
興
に
向

け
た
計
画
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
後
、
村
の
様
々
な
課
題
に
対

処
す
る
う
え
で
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ

ア
、
資
金
や
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
取
り
入
れ
、
公
民
連
携
に
よ

り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効

率
化
を
図
る
こ
と
が
目
指
せ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
地
域

課
題
・
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
今
ま

で
に
な
い
新
し
い
解
決
策
や
新

た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
、
産
業
振
興
に
限
ら

ず
広
い
分
野
に
お
い
て
、
双
方

の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
共

創
・
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
が

推
進
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
今
後
の
産
業
振
興
に

関
す
る
計
画
で
す
が
、
農
業
振

興
や
森
林
整
備
な
ど
個
別
の
計

画
の
他
に
産
業
全
体
を
網
羅
し

た
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

第
４
期
赤
井
川
村
総
合
計
画
と

令
和
３
年
度
か
ら
の
後
半
５
年

間
の
方
針
を
示
し
た
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
き
産
業
振
興
・
地

域
振
興
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
能
登　

ゆ
う　

議
員
◆

質
問
【
風
力
発
電
に
つ
い
て
】

　

村
内
で
計
画
が
進
む
関
西

電
力
の
陸
上
風
力
発
電
事
業
、

（
仮
称
）
小
樽
・
赤
井
川
ウ

イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
（
総
発
電

出
力
92
．
４
Ｍ
Ｗ
、
最
大
22

基
）
に
つ
い
て
、
計
画
段
階

環
境
配
慮
書
の
縦
覧
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
村
内
で
は
こ

の
他
に
も
余
市
町
と
の
境
界
、

京
極
町
と
の
境
界
の
２
か
所

で
、
同
規
模
の
事
業
計
画
が

進
行
中
で
す
。

　

風
力
発
電
施
設
に
つ
い
て

は
、

・
景
観
の
悪
化

・
尾
根
筋
の
造
成
に
よ
る
土

　

砂
災
害
の
懸
念

・
河
川
へ
の
土
砂
流
入
、
森

　

林
減
少
に
よ
る
水
資
源
や

　

海
洋
環
境
へ
の
影
響

・
野
生
動
物
の
生
息
地
を
奪

　

う
こ
と
に
よ
る
生
態
系
へ

　

の
影
響
、
生
物
多
様
性
の

　

喪
失

・
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
、
バ
ッ

　

ト
ス
ト
ラ
イ
ク
の
問
題

・
騒
音
、
低
周
波
音
の
人
、

　

家
畜
、
野
生
動
物
へ
の
影

　

響
・
獣
害
の
増
加

・
電
波
障
害

・
電
磁
波
の
影
響

等
、
多
岐
に
わ
た
る
懸
念
・

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。

　

大
規
模
な
山
林
の
伐
採
や

土
地
の
改
変
を
伴
う
事
業
に

関
し
て
は
な
お
の
こ
と
、“
Ｃ

Ｏ
２
削
減
”
を
錦
の
御
旗
と

せ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
住
民

で
あ
る
私
達
が
ど
れ
だ
け
の

も
の
を
失
う
の
か
、
そ
の
大

き
さ
を
き
ち
ん
と
見
極
め
、

対
峙
す
る
姿
勢
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

双
日
株
式
会
社
が
近
隣
自

治
体
（
小
樽
・
余
市
）
で
進

め
る
同
規
模
事
業
で
は
、
事

業
に
伴
う
伐
採
樹
木
は
約
40

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
過
小
な
想

定
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
し
、

単
純
に
は
比
較
で
き
ま
せ
ん

が
、
村
内
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

で
も
同
程
度
、
ま
た
は
そ
れ

以
上
の
伐
採
規
模
に
な
る
の

で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ち

な
み
に
（
仮
称
）
小
樽
・
赤

井
川
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事

業
は
、
想
定
区
域
の
す
べ
て

が
、
本
来
保
全
す
べ
き
水
源

涵
養
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
近
隣
町
村
に
お
い

て
も
複
数
事
業
者
に
よ
る
大

規
模
な
計
画
が
同
時
進
行
し

て
お
り
、
複
合
的
・
累
積
的

な
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

小
樽
・
北
後
志
エ
リ
ア
で
現

在
ア
セ
ス
メ
ン
ト
段
階
の
事

業
だ
け
で
も
、
計
画
通
り
に

す
べ
て
が
実
現
す
れ
ば
、
大
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型
の
風
車
が
１
０
０
基
以
上

建
つ
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

村
長
は
今
後
、
環
境
影
響

評
価
法
に
基
づ
き
、
配
慮
書

に
始
ま
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

各
段
階
で
、
意
見
書
を
提
出

す
る
立
場
に
な
り
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
、

ど
の
よ
う
な
ご
意
見
を
提
出

さ
れ
る
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

１
点
目
の
ど
の
よ
う
な
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う

点
に
関
し
て
は
、
能
登
議
員
に

お
い
て
詳
細
な
ご
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
私
か
ら
は
簡
潔

な
表
現
と
な
り
ま
す
が
、
村
内

の
住
居
か
ら
は
一
定
の
距
離
は

保
た
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
手

つ
か
ず
の
国
有
林
野
内
へ
風
力

発
電
設
備
が
建
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
自
然
環
境
、
動

植
物
の
生
態
系
、
景
観
、
低
周

波
の
影
響
等
懸
念
す
べ
き
事
項

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
風
力
発

電
事
業
と
共
存
し
て
い
る
地
域

が
道
内
外
に
あ
る
と
い
う
こ
と

も
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
も
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
と
脱
炭
素
化
が
示
さ
れ
る
中
、

安
定
供
給
、
経
済
効
率
性
、
環

境
適
合
、
安
全
性
が
満
た
さ
れ

る
と
判
断
で
き
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
基
本
的

に
は
推
進
す
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

２
点
目
の
北
海
道
知
事
に
対

す
る
意
見
提
出
に
つ
い
て
で
す

が
、
現
時
点
で
申
し
上
げ
ら
れ

る
こ
と
と
し
て
、
風
力
発
電
施

設
の
計
画
エ
リ
ア
へ
の
設
置
が
、

騒
音
、
風
車
の
影
、
低
周
波
、

振
動
、
地
形
の
改
変
な
ど
に
よ

り
住
民
生
活
及
び
自
然
環
境
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
適
切

に
調
査
、
予
測
、
評
価
を
実
施

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
議
員

ご
発
言
の
よ
う
に
近
傍
エ
リ
ア

で
は
、（
仮
称
）
北
海
道
小
樽

余
市
風
力
発
電
所
事
業
計
画
が

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
複
数
の
事

業
計
画
に
対
す
る
累
積
的
影
響

に
つ
い
て
十
分
な
予
測
と
評
価

を
行
う
こ
と
、
景
観
に
つ
い
て

は
個
々
人
の
主
観
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
が
、
事
業
者
側
の
評
価
の

み
な
ら
ず
客
観
的
な
評
価
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
を
意
見

と
し
て
提
出
し
て
い
く
考
え
で

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
意
見
の
提
出

に
当
た
っ
て
は
、
関
係
す
る
小

樽
市
、
余
市
町
及
び
北
海
道
と

も
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
湯
澤　

幸
敏　

議
員
◆

質
問
【
お
試
し
移
住
に
つ
い

　
　
　

て
】

　

国
の
地
方
創
生
の
後
押
し

も
受
け
て
、
ま
た
人
口
の
増

加
や
地
域
活
性
化
な
ど
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
の
各
自
治
体
は

様
々
な
種
類
の
移
住
・
定
住

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

人
々
の
興
味
・
関
心
を
引
く

テ
ー
マ
や
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
な
ど
情
報
の
質
と

量
に
こ
だ
わ
っ
た
情
報
発
信

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
井
川
村
に
お
い
て
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
『
移
住
定
住
支
援
事
業
の

ご
案
内
』
等
々
に
よ
る
情
報

発
信
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
自
治
体
が
様
々
な
情

報
を
発
信
す
る
中
、
注
目
を

集
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

く
、
他
地
域
と
の
差
別
化
を

図
る
こ
と
は
中
々
難
し
い
状

況
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
移
住
希
望
者
が
、

情
報
か
ら
得
た
「
認
知
」「
興

味
」「
調
べ
る
」
を
経
て
、「
移

住
後
の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
」
情
報
と
し
て
「
お
試

し
移
住
」「
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
」
と
い
っ
た
短
期
の
移
住

体
験
を
す
る
こ
と
で
、
赤
井

川
村
の
魅
力
・
関
心
を
高
め
、

知
ら
な
い
土
地
へ
い
き
な
り

移
住
す
る
こ
と
へ
の
不
安
や

抵
抗
の
払
し
ょ
く
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
土
地
で
体
験
す
る
こ

と
が
、
そ
の
土
地
を
知
る
近

道
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
体
験
プ
ラ
ン
を

提
供
す
る
こ
と
が
今
求
め
ら

れ
、
他
地
域
と
の
差
別
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す

が
、「
お
試
し
移
住
」
に
つ

い
て
の
村
長
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

予
て
よ
り
村
で
は
、
新
規
就

農
相
談
者
を
中
心
に
、
年
３
回

の
現
地
受
入
研
修
会
や
新
規
就

農
技
術
習
得
セ
ン
タ
ー
（
農
業

振
興
セ
ン
タ
ー
）
を
活
用
し
て
、

数
日
か
ら
１
ヶ
月
間
の
期
間
に

お
い
て
、
地
域
の
暮
ら
し
、
営

農
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
試
し
移
住
的
な
受
入
を

行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
地
域

農
業
者
、
宿
泊
事
業
者
が
中
心

と
な
り
、
農
泊
推
進
協
議
会
を

設
立
し
、
農
林
水
産
省
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
先
駆
的
取
り

組
み
地
域
の
視
察
や
、
宿
泊
と

農
村
体
験
を
組
み
合
わ
せ
た
モ

デ
ル
プ
ラ
ン
づ
く
り
も
進
め
て

お
り
、
赤
井
川
村
を
体
験
い
た

だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
現
行
の
取
り
組
み
を
複
合
的

に
捉
え
る
と
、
居
住
と
い
う
形

に
は
な
ら
な
い
ま
で
も
、
お
試

し
移
住
に
近
い
、
赤
井
川
村
を

ま
ず
は
認
知
い
た
だ
け
る
受
け

皿
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

赤
井
川
村
を
定
住
の
地
へ
と

決
め
た
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
よ
り
ま
す
が
、

様
々
な
理
由
か
ら
移
住
に
つ
な

が
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

私
と
し
て
は
、
道
内
市
町
村

で
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ハ

ー
ド
面
の
整
備
を
行
い
、
新
た

に
お
試
し
移
住
制
度
と
し
て
取

り
組
む
の
で
は
な
く
、
現
行
の

制
度
、
資
源
を
ふ
る
さ
と
納
税

と
も
連
携
を
図
り
情
報
発
信
を

強
化
す
る
こ
と
で
赤
井
川
村
独

自
の
移
住
・
定
住
施
策
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

臨

時

会

報

告 

◎
令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会

　
（
６
月
27
日
開
催
）

【
審
議
結
果
】

○
補
正
予
算
案

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

賛
成　

連
、
曽
根
、
湯
澤
、

　
　
　

川
人
、
山
口　
　

５
人

 議会だより
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反
対　

能
登　
　
　
　
　

１
人

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

［
討
論
］

反
対　

能
登

　
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
及

　

び
公
共
観
光
施
設
を
核
と
し

　

た
関
係
人
口
構
築
業
務
委
託

　

料
」
１
，
２
０
０
万
円
に
つ

　

い
て
は
、
既
存
の
事
業
と
重

　

複
す
る
部
分
も
多
く
、
物
価

　

高
騰
に
よ
り
住
民
生
活
、
事

　

業
者
経
営
と
も
に
大
変
困
難

　

な
状
況
で
、
そ
の
支
援
に
も

　

使
え
る
臨
時
交
付
金
を
充
て

　

て
行
う
べ
き
事
業
で
は
な
い

　

と
考
え
ま
す
。

賛
成　

連

　
　

経
済
対
策
に
関
す
る
も
の

　

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

　

地
域
の
活
力
を
高
め
、
コ
ロ

　

ナ
後
の
生
活
に
期
待
で
き
る

　

施
策
と
考
え
ま
す
。
新
し
い

　

取
り
組
み
な
の
で
、
今
後
も

　

議
会
と
協
議
し
進
め
て
い
く

　

こ
と
を
お
願
い
し
賛
成
討
論

　

と
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

　

金
（
増
額
）

３
，
８
０
７
万
３
千
円

・
北
海
道
子
育
て
世
帯
臨
時
特

　

別
給
付
金
支
給
事
業
費
補
助

　

金
（
新
規
）

13
万
円

・
市
町
村
高
齢
者
世
帯
等
生
活

　

支
援
事
業
費
補
助
金（
新
規
）

93
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
（
増

　

額
）  

１
，
７
６
７
万
９
千
円

［
歳
出
］

・
地
域
農
畜
産
物
等
地
産
地
消

　

応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業（
新
規
）

  　
　
　
　

 

６
３
０
万
円

・
原
油
価
格
高
騰
対
策
支
援
給

　

付
金
給
付
事
業
（
新
規
）

１
，
９
０
５
万
５
千
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

　

給
付
金
（
新
規
）

13
万
円

・
農
業
・
農
村
生
産
性
向
上
モ

　

デ
ル
対
策
事
業
（
新
規
）

１
，
７
８
２
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
及
び
公

　

共
観
光
施
設
を
核
と
し
た
関

　

係
人
口
構
築
業
務
委
託
料（
新

　

規
）

１
，
２
０
０
万
円

・
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
推

　

進
事
業
交
付
金
（
新
規
）

１
１
０
万
円

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
件
に
つ

い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

（
議
会
運
営
委
員
会
）

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
、
当
日
受
付
簿
に
氏
名
を
記

入
す
る
だ
け
と
簡
単
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご

意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
令
和
４
年
４
月
～
６
月
）

○
４
月
14
日

　

北
海
道
横
断
自
動
車
道
勉
強

　

会
他
／
東
京
都
（
議
長
）

○
４
月
19
日
～
21
日

　

議
会
議
員
会
と
地
域
住
民
と

　

の
意
見
交
換
会
／
村
内

　
（
議
員
全
体
）

○
４
月
22
日

　

北
後
志
議
会
議
長
会
総
会
／

　

余
市
町
（
議
長
）

○
５
月
９
日

　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
総
会

　

／
ニ
セ
コ
町
（
議
長
）

○
５
月
14
日

　

北
海
道
新
幹
線
明
治
工
区
着

　

工
式
／
村
内
（
議
長
）

○
５
月
19
日

　

議
会
協
議
会
／
役
場
内
（
議

　

員
全
体
）

○
５
月
23
日

　

北
海
道
新
幹
線
・
横
断
自
動

　

車
道
期
成
会
総
会
／
小
樽
市

　
（
議
長
）

○
５
月
31
日

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
企
画
包
括
連
携

　

協
定
締
結
式
立
会
／
役
場
内

　
（
議
長
）

○
６
月
10
日

　

議
会
運
営
委
員
会
他
／
役
場

　

内
（
議
員
全
体
）

○
６
月
11
日

　

議
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

／
村
内
（
議
長
）

○
６
月
14
日

　

北
海
道
議
会
議
長
会
総
会
他

　

／
札
幌
市
（
議
長
）

○
６
月
15
日
～
16
日

　

第
２
回
赤
井
川
村
議
会
定
例

　

会
他
／
役
場
内（
議
員
全
体
）

○
６
月
17
日

　

政
経
セ
ミ
ナ
ー
／
小
樽
市　

　
（
議
長
）

○
６
月
27
日

　

第
３
回
赤
井
川
村
議
会
臨
時

　

会
他
／
役
場
内（
議
員
全
体
）

◇
議
会
の
う
ご
き

 議会だより

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島

及
び
択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
四

島
の
早
期
返
還
は
、
国
民
の
長

年
の
悲
願
で
す
。
返
還
運
動
も

す
で
に
半
世
紀
を
経
過
し
、
一

日
も
早
い
領
土
問
題
の
解
決
に

向
け
た
日
露
両
国
間
の
外
交
交

渉
の
進
展
に
強
い
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
８
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
を
「
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
強
調
月
間
」

と
定
め
、
領
土
返
還
要
求
運

動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
り
、

各
種
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま

す
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

北
方
領
土
四
島
返
還
ス
ロ
ー
ガ
ン

手
を
繋
ぎ

　

返
還
願
う　

大
き
な
輪

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

　

私
た
ち
が
「
北
方
領
土
」
と

呼
ぶ
の
は
、
歯
舞
群
島
（
多
楽

島
、
志
発
島
、
勇
留
島
、
秋
勇

留
島
、水
晶
島
、貝
殻
島
な
ど
）・

色
丹
島
・
国
後
島
・
択
捉
島
の

四
島
で
す
。

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
強
化
月
間
で
す
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(株)ロード技研へ感謝状贈呈
2022.6.22　赤井川村役場

　村道区画線整備を受託されている「株式会社ロード技研」による
地域貢献活動として、赤井川村立都小学校駐車場の区画線整備を
していただいたことに対し、馬場村長より感謝状を贈呈いたしました。
　学校教育施設の環境整備にご協力いただき、ありがとうござい
ました。

軽スポーツの集い
2022.6.18　カルデラ公園

　６月18日（土）カルデラ公園ゲートボール場にて、軽スポーツの集
い（ペタンク）を開催し、当日は20名の方が参加してくれました。
　ペタンクはルールも分かりやすく、未経験の方でも気軽に参加で
きるだけでなく、投球前の作戦会議やボールの位置取りなど奥深
い要素もあり、当日の試合はとても白熱しました。参加していただ
いた方々からも楽しかったという声を聞くことができました。
　次回は10月に実施する予定ですので、多くの方のご参加をお待ち
しております。

赤井川へき地保育所運動会
2022.6.25　村体育館

　今年は感染症対策を実施した上で、赤井川村体育館にて観覧の方を一部拡充しての開催となりました。
　元気な選手宣誓から、かけっこ・リレー・障害物競争・玉入れすべてで紅白組は大接戦！お遊戯も緊張しまし
たね。今年から再開した親子リレーには、おとなもこどもも大盛り上がり！
　ご家族の皆さんの応援も加わって、子どもたちの元気いっぱいな競技をお見せできました！
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北央道路工業(株)へ感謝状贈呈
2022.7.12　赤井川村役場

　昨年に引き続き、北央道路工業(株)による地域貢献活動への感
謝状を贈呈いたしました。
　今年度は、６月17日に赤井川診療所及び健康支援センターの駐
車場区画線の整備を行っていただきました。
　北央道路工業(株)の皆さま、ありがとうございました。

後志の６村による連携協定の締結
2022.7.11　倶知安町

　山と海の異なる文化を持つ後志の小さな村が、相互理解のもと
交流を深め、個性ある山村漁村の素晴らしい資源を活用したなか
で、それぞれに共通する課題を協議し、持続的な発展と新たな村
づくりの創出のため、島牧村、真狩村、留寿都村、泊村、神恵内
村及び赤井川村の６村が連携、協力することを確認し、７月11日（月）
に北海道後志総合振興局　天沼局長の立会のもと協定が締結され
ました。
　この協定に基づき、少子化対策、地域の魅力創造、災害時にお
ける相互援助について、取り組みが進められることとなります。

水泳教室
2022.7.4,6,11,13　村営都プール

　７月４日、６日、11日、13日の計４日間で水泳教室を開催しました。
新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりの開催となり、合計30
名の子どもたちが参加してくれました。
　消防職員、役場職員、小樽水泳連盟などたくさんの方のお力添
えのおかげで、子どもたちそれぞれのレベルにあったコースに分け
て指導することができました。
　講師の皆さんの指導の下、参加した子どもたちは、それぞれ水
泳技術を向上させていました。泳げる子も泳げない子も誰でも楽し
める水泳教室なりました。
　来年度も実施する予定ですので、ぜひご参加ください。

第71回「社会を明るくする運動」
2022.7.1　赤井川村役場

　「社会を明るくする運動」は７月を強調月間として、毎年全国で様々
な運動が展開されています。
　北後志でも余市地区保護司会が中心となり、啓発運動等を行っ
ています。
　７月１日（木）余市地区保護司会の方 と々、赤井川村に２名おりま
す保護司が村長室を訪れ、内閣総理大臣メッセージを伝達しました。
　保護司の方々には、各種啓発活動と併せて地域の青少年の非行
防止と更生の援助を行っていただいています。
　犯罪や非行のない安全で明るい地域社会の実現に向け、地域で
も協力しあいましょう。

Topics
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　８月は住民健診と秋のがん検診の申し込みがあ
ります。広報やご自宅に届く案内をご確認の上、
是非ご利用ください。
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各健診の申込み方法及び受診方法のお知らせ
10月18日（火）から10月20日（木）の各健診の申込み方法及び受診方法をお知らせします。�

１　各健診の申込みから受診まで
　基本健康診査（一般健康診査・国保健康診査・国保特定健康診査・特定健康診査・高齢者健康診査）
　がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺がん）、肝炎検査、ヘリコバクター・ピロリ抗体検査・成人
風しん抗体検査
※前立腺がん検診への助成はありません。
※各健診対象者詳細については、7月号広報をご覧ください。

８月中旬に、対象者へ住民健診等申込書を郵送します。➡

住民健診等を希望される方は、申込書、保険証、受診券が交付されている方（社会保険の被扶養者）は受
診券を持参し、健康支援センターに提出してください。申込み期限は、発送から２週間程度を予定してい
ます。健診を希望しない場合は、提出不要です。
また、原則、申込順に受付していきますので、希望日時に受診できない場合があります。ご了承ください。➡

申込書を提出された方に問診票や、大腸がん容器等を送付します。
発送時期は、10月上旬を予定しています。➡

健診当日、①問診票・②保険証・③受診券が交付されている方は受診券を持参し、健診を受けてください。
※受付作業簡略化のため従来配布していた整理券は廃止させていただきました。
２　各健康診査の料金（受診者一部負担金）
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　65歳以上
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２方向
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１方向
乳房超音波 5,500円 5,500円
子宮がん検診 負担なし 負担なし
子宮超音波 1,100円 1,100円

　  区分　　　　　　課税世帯　非課税世帯

　20歳～64歳

　65歳以上

負担なし

負担なし

負担なし負担なし

600円

700円
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◇肝炎検査

◇ヘリコバクター・ピロリ抗体検査

◇成人風しん抗体検査

40歳以上の方
及び41歳以上
の未受診の方

負担なし 負担なし

上記の方以外 同上 3,300円 3,300円

　肝炎検査
（Ｂ型、Ｃ型）

　　区分 課税世帯 非課税世帯

　　区分 課税世帯 非課税世帯

20歳以上の
未受診の方

ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰ・
ﾋﾟﾛﾘ抗体検査 300円 負担なし

昭和37年4月2日
～昭和54年4月1日
生れの男性

成人風しん
抗体検査 負担なし 負担なし

課税世帯 非課税世帯　　区分

３　送迎
　10月20日（木）は無料送迎を実施し、健診を受診できるように時間設定をしております。
　送迎利用の申し込みについては、住民健診等申込書に記載欄がありますのでご確認ください。
　送迎を利用した場合、健診受診時間は９時30分受付のみとなりますのでご了承ください。
　住民健診等について不明な点がありましたら保健福祉課保健係（Tel３５－２０５０）までお問い合わ
せください。

健康支援センターだより
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志
広
域
連
合
で
は
、
介
護

保
険
料
の
普
通
徴
収
納
付
書
通

知
書
を
７
月
８
日
頃
に
発
送
し

て
お
り
、
お
手
元
に
届
い
て
い

る
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
が
、
第

１
期
７
月
25
日
（
月
）
ま
で
の

お
支
払
い
は
お
済
で
し
ょ
う

か
？

　
普
通
徴
収
の
納
期
は
７
月
か

ら
翌
年
２
月
ま
で
の
年
８
回
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
制

度
に
お
い
て
大
切
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
誰
も
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
保

険
料
の
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
各
納
期
期
限
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課
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０
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３
６

－

５
５

－

８
０
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○
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健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
℡
３
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－

２
０
５
０

　
法
務
局
で
は
、
子
ど
も
の
人

権
に
つ
い
て
専
門
相
談
電
話

「
子
ど
も
権
利
１
１
０
番
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
や

虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関

す
る
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
８
月
26
日
（
金
）
か

ら
９
月
１
日
（
木
）
ま
で
は
、

「
全
国
一
斉
『
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
』
強
化
週
間
」
で
す

期
間
中
は
、
平
日
の
受
付
時
間

を
延
長
し
て
、
土
日
も
対
応
し

ま
す
。

◇
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
℡
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

　（
全
国
共
通
・
通
話
料
無
料
）

■
受
付
時
間

　
平
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　（
年
末
年
始
を
除
く
）

■
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

○
８
月
26
日
、
８
月
29
日
～
9

　
月
１
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

○
８
月
27
日
、
28
日

　
午
後
10
時
～
午
後
５
時

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

■介護保険料納期限
期　別 納　期　限
第１期 令和４年７月25日（月）
第２期 令和４年８月25日（木）
第３期 令和４年９月26日（月）
第４期 令和４年10月25日（火）
第５期 令和４年11月25日（金）
第６期 令和４年12月26日（月）
第７期 令和５年１月25日（水）
第８期 令和５年２月27日（月）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収

納
期
限
の
お
知
ら
せ
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◇肝炎検査

◇ヘリコバクター・ピロリ抗体検査

◇成人風しん抗体検査

40歳以上の方
及び41歳以上
の未受診の方

負担なし 負担なし

上記の方以外 同上 3,300円 3,300円

　肝炎検査
（Ｂ型、Ｃ型）

　　区分 課税世帯 非課税世帯

　　区分 課税世帯 非課税世帯

20歳以上の
未受診の方

ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰ・
ﾋﾟﾛﾘ抗体検査 300円 負担なし

昭和37年4月2日
～昭和54年4月1日
生れの男性

成人風しん
抗体検査 負担なし 負担なし

課税世帯 非課税世帯　　区分

３　送迎
　10月20日（木）は無料送迎を実施し、健診を受診できるように時間設定をしております。
　送迎利用の申し込みについては、住民健診等申込書に記載欄がありますのでご確認ください。
　送迎を利用した場合、健診受診時間は９時30分受付のみとなりますのでご了承ください。
　住民健診等について不明な点がありましたら保健福祉課保健係（Tel３５－２０５０）までお問い合わ
せください。
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期
限
の
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せ
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車
間
距
離
は
２
秒
が
目
安

　

前
の
車
が
急
停
止
し
て
も
止

ま
れ
る
距
離
を
取
る
と
い
う
の

が
一
つ
の
目
安
で
す
が
、
速
度

に
応
じ
た
車
間
距
離
を
計
算
し

目
測
す
る
の
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

車
間
距
離
の
測
り
方
と
し
て
、

前
の
車
が
電
柱
や
道
路
標
示
な

ど
の
目
印
を
通
過
し
て
か
ら
自

分
が
そ
の
目
印
を
通
過
す
る
ま

で
何
秒
か
か
る
か
を
計
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　

警
視
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

般
道
で
走
る
時
は
２
秒
以
上
が

適
切
な
距
離
の
目
安
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

２
秒
間
は
、

○
前
の
車
が
目
標
物
を
通
過
し

　

た
時
に
ゼ
ロ
と
唱
え
る

○
そ
こ
か
ら　

ゼ
ロ
イ
チ　

ゼ

　

ロ
ニ

と
、
ゼ
ロ
を
付
け
て
ゆ
っ
く
り

唱
え
る
と
計
り
や
す
い
と
思
い

ま
す
。

　

車
間
距
離
を
時
間
で
測
り
、

前
の
車
と
安
全
な
距
離
を
と
っ

て
、
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

　

遊
泳
禁
止
区
域
に
は
、
離
岸

流
や
急
な
深
み
な
ど
が
あ
り
多

く
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
は
、
子
ど
も
か

ら
目
を
離
さ
ず
、
近
く
に
い
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
、

溺
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
泳
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

釣
り
を
す
る
時
は
、
必
ず
救

命
胴
衣
を
着
用
し
、
防
波
堤
や

滑
り
や
す
い
岩
場
、
岸
辺
な
ど

に
は
近
づ
か
ず
、
安
全
な
場
所

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
遊
泳
区

域
に
入
ら
ず
、
必
ず
救
命
胴
衣

を
装
着
し
て
安
全
航
行
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
　
　

こ
ん
な
電
話
は
要
注
意
！

○
オ
レ
だ
け
ど
急
に
お
金
が
必

　

要
に
な
っ
た
…

○
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
換

　

が
必
要
で
す
！

○
名
義
貸
し
は
違
法
、
逮
捕
さ

　

れ
ま
す
よ
！

○
還
付
金
が
あ
る
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ

　

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

前
述
の
様
な
詐
欺
電
話
が
き

た
ら
＃
９
１
１
０
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

余
市
警
察
署
だ
よ
り

安
全
な
車
間
距
離

水
難
の
防
止

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

る
講
習
会
で
す
！

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
家
族
、

ご
友
人
、
職
場
の
方
を
お
誘
い

の
上
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
講
習
日
時

　

９
月
９
日
（
金
）

　

午
後
６
時
～
午
後
８
時

■
開
催
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

赤
井
川
村
に
住
ん
で
い
る
方
、

　

赤
井
川
村
で
働
い
て
い
る
方

■
講
習
内
容

〇
意
識
・
呼
吸
が
な
い
人
に
行

　

う
、
最
も
重
要
な
処
置
で
あ

　

る
心
肺
蘇
生
法
（
胸
部
圧
迫

　

・
人
工
呼
吸
）
に
つ
い
て
。

○
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
あ
た

　

え
正
常
な
動
き
に
戻
す
、
Ａ

　

Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
に
つ
い
て
。

■
受
付

　

９
月
１
日
（
金
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

北
後
志
消
防
組
合
赤
井
川
支
署

　

℡
３
４

－

６
０
３
３

　

Fax
３
４

－

６
９
７
８

　

mailakaigaw
a-119@

alm
ond

　

.ocn.ne.jp

○
８
月
１
日
の
区
会
回
覧
時
に

　

お
配
り
し
た
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
電
話
、
フ

　

ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
担
当

　

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

６
月
14
日
（
火
）
に
赤
井
川

小
学
校
で
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

１
階
調
理
室
か
ら
出
火
し

た
こ
と
を
想
定
し
て
行
い
、児

童
た
ち
は
、
真
剣
に
取
り
組
み

ス
ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
て
い

ま
し
た
。

　

避
難
後
に
訓
練
用
の
水
消
火

器
を
使
用
し
、５
・
６
年
生
が
消

火
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
「
救
急
の
日
」
に
、

消
防
職
員
に
よ
る
応
急
手
当
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
覚
え
て

お
い
て
良
か
っ
た
と
必
ず
思
え

赤
井
川
小
学
校
避
難
訓
練

応
急
手
当
講
習
会
の
開
催
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
８
月
12
日
（
金
）
午
後
３
時
30
分

　
８
月
25
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

８
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

８
月
12
日
（
金
）
午
後
１
時

　

８
月
25
日
（
木
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

８
月
12
日
（
金
）
午
後
１
時

　

８
月
25
日
（
木
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

北後志消防組合の財政状況（令和３年度下半期予算執行状況）
１．令和３年度下半期（10月～３月）の予算の執行状況
� （単位：千円・％）

歳　入 歳　出
科　目 予算額 収入額 収入率 科　目 予算額 支出額 執行率

１ 分 担 金 及 び
負 担 金 1,29,201 1,292,201 100.0% １ 議 会 費 495 387 78.2%

２ 使 用 料 及 び
手 数 料 78 338 433.3% ２ 総 務 費 146,990 145,001 98.6%

３ 繰 越 金 56,053 56,053 100.0% ３ 消 防 費 1,112,305 1,063,965 95.7%

４ 諸 収 入 301 536 178.1% ４ 公 債 費 88,463 76,643 86.6%

５ 予 備 費 380 0 0.0%

歳入合計 1,348,633 1,349,128 100.0% 歳出合計 1,348,633 1,285,996 95.4%

２．財産の現在高
　消防組合が管理する行政財産　（1）土地　1,954.87㎡、建物　6,778.79㎡

３．地方債の借入状況
� （単位：千円）

区　分  借 入 額
借　入　先

償還済額 現在
未償還額財 務 省

財政融資
地方公共団体
金 融 機 構

か ん ぽ
生命保険

全国自治
協 会

共 済
連 合 会 共済組合 北 海 道

信用金庫
備荒資金
組 合

本　部 332,400 230,600 5,400 0 0 0 0 86,400 261,056 61，344
余　市 201,100 0 0 0 0 0 0 201,100 72,348 128,752
古　平 28,600 0 0 0 0 0 0 28,600 16,690 11,910
積　丹 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
仁　木 233,500 194,100 0 0 0 0 0 39,400 160,639 72,861
赤井川 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　計 785,600 424,700 5,400 0 0 0 0 355,500 510,733 274,867

　

現
在
村
で
は
、
地
域
お
け
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
О
２
）
の
排

出
量
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
た
め
、
北
海
道
大
学

大
学
院
工
学
研
究
院
循
環
共
生

シ
ス
テ
ム
研
究
室
の
嶋
村
朱
音

（
し
ま
む
ら
あ
か
ね
）
さ
ん
が

来
村
し
８
月
～
９
月
に
掛
け
て

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

商
工
会
会
員
や
住
民
の
皆
さ

ん
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
お
声

が
け
し
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

聞
き
取
り
調
査
の
際
に
電
気

や
ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
の
使
用
料
が
分
か
る
も
の
を

ご
用
意
い
た
だ
く
と
、
ス
ム
ー

ズ
に
調
査
を
行
え
ま
す
の
で
、

お
声
が
け
が
あ
り
ま
し
た
ら
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
Ｃ
О
２
の
見
え
る
化

調
査
を
し
て
い
ま
す
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▽
４
位　

中
山　

尚
志

　
　
　
　
ス
コ
ア
117
ハ
ン
デ
９
計
126

▽
５
位　

白
石　

五
美

　
　
　
　
ス
コ
ア
117
ハ
ン
デ
９
計
126

　

昨
年
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

を
み
や
こ
公
園
に
て
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

村
内
外
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
方

の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
開
催
日
時

　

８
月
28
日（
日
）（
雨
天
決
行
）

※
受
付　

午
前
８
時
～

　

開
会
式　

午
前
８
時
30
分
～

■
会
場

　

赤
井
川
村
み
や
こ
公
園

　

赤
井
川
村
字
都
１
１
３

－

３

■
参
加
費

　

２
，
０
０
０
円

　
（
プ
レ
ー
代
、
昼
食
代
、
保

　

険
料
等
含
む
）

■
参
加
資
格

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
す
る
方
な

　

ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

　

で
す
。

　
（
先
着
１
０
０
名
ま
で
）

■
競
技
方
法

　

Ｎ
Ｐ
Ｇ
Ａ
公
認
ル
ー
ル
に
基

　

づ
き
36
Ｈ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ

　

ー
男
女
個
人
戦
（
一
部
ロ
ー

　

カ
ル
ル
ー
ル
適
用
）

■
表
彰

　

男
女
別　

１
～
10
位
、
参
加

　

賞
、
特
別
賞
あ
り

■
申
込
締
切

　

８
月
12
日
（
金
）
ま
で

※
参
加
料
の
返
金
等
は
で
き
ま

　

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

　

い
。

■
主
催

　

赤
井
川
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

産
業
課
産
業
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

第
７
回
カ
ル
デ
ラ
カ
ッ
プ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

第
26
回
赤
井
川
村
商
工
会
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

６
月
25
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

釣
賀　

謙
一

　
　
　
　
ス
コ
ア
115
ハ
ン
デ
１
計
116

▽
２
位　

坂
本　

恭
文

　
　
　
　
ス
コ
ア
108
ハ
ン
デ
13
計
121

▽
３
位　

富
樫　
　

護

　
　
　
　
ス
コ
ア
113
ハ
ン
デ
10
計
123

▽
４
位　

今
城　
　

豪

　
　
　
　
ス
コ
ア
114
ハ
ン
デ
10
計
124

▽
５
位　

前
田　

邦
之

　
　
　
　
ス
コ
ア
122
ハ
ン
デ
２
計
124

第
26
回
赤
井
川
村
教
育
委
員
会

教
育
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

７
月
９
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

阿
部　

政
範

　
　
　
　
ス
コ
ア
112
ハ
ン
デ
７
計
119

▽
２
位　

釣
賀　

謙
一

　
　
　
　
ス
コ
ア
116
ハ
ン
デ
３
計
119

▽
３
位　

富
樫　
　

護

　
　
　
　
ス
コ
ア
110
ハ
ン
デ
10
計
120

各
種
大
会
の
結
果

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０

北
海
道
水
資
源
の
保
全
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
水
資
源
の
保

全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
、
北
海
道
の
豊
か
な
水

資
源
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
現
在

と
将
来
の
世
代
が
享
受
で
き
る

よ
う
、
道
民
の
総
意
と
し
て
制

定
し
た
も
の
で
あ
り
、 

水
資
源

保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
た
区
域

内
で
土
地
取
引
行
為
を
行
う
場

合
、
土
地
の
権
利
者
は
、
契
約

締
結
の
３
か
月
前
ま
で
に
知
事

へ
届
出
が
必
要
で
す
。
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INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

付
し
ま
し
ょ
う
。
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
住
民
課
税
務

係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

左
記
の
と
お
り
、

第
１
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

８
月
31
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
午
前
10
時

ま
で
に
住
民
課
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
頂
け
ま
し
た
ら
、
開
場
時

間
外
で
の
戸
別
訪
問
に
よ
り
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

主
た
る
生
計
維
持
者
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
世
帯
、
ま
た
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
が

減
少
す
る
見
込
み
の
世
帯
を
対

象
に
、
申
請
に
よ
り
令
和
４
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
世
帯

　

次
の
①
を
満
た
す
世
帯
は
全

　

額
免
除
し
ま
す
。
ま
た
②
の

　

ア
～
ウ
の
い
ず
れ
も
満
た
す

　

世
帯
は
、
令
和
３
年
中
の
主

　

た
る
生
計
維
持
者
の
合
計
所

　

得
金
額
に
応
じ
て
減
免
し
ま

　

す
。

　

昨
年
は
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
も
み
じ
祭
で
す
が
、

今
年
は
国
道
３
９
３
号
線
沿
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
村
の
特
産
品
だ
け

で
な
く
近
隣
町
村
の
特
産
品
や

海
産
物
な
ど
も
販
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
メ
ー
プ

ル
街
道
３
９
３
を
結
ぶ
３
市
町

村
の
太
鼓
の
共
演
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
に
ち

○
８
月
21
日
（
日
）

○
９
月
11
日
（
日
）

○
10
月
９
日
（
日
）

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　

道
の
駅
あ
か
い
が
わ

　

村
で
は
８
月
１
日
に
村
税
等

の
納
税
通
知
書
を
発
布
し
ま
し

た
。

　

各
税
目
の
納
入
期
限
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
忘
れ
ず
に
納

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

村
税
等
の
納
税
通
知

書
を
発
布
し
ま
し
た

～
納
税
は
お
早
め
に
～

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
に
感
染
し
た
こ
と
に
よ
り
、

　

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡

　

又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

　

場
合

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る

　

生
計
維
持
者
の
収
入
が
減
少

　

す
る
見
込
み
の
世
帯
で
、
次

　

の
３
要
件
全
て
に
該
当
す
る

　

場
合

ア
．
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事

　

業
収
入
等
の
減
少
額
が
、
令

　

和
３
年
中
の
事
業
収
入
等
額

　

と
比
較
し
て
30
％
以
上
あ
る

　

こ
と

イ
．
主
た
る
生
計
維
持
者
の
令

　

和
３
年
中
の
合
計
所
得
金
額

　

が
一
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ

　

と
ウ
．
主
た
る
生
計
維
持
者
の
令

　

和
３
年
中
の
合
計
所
得
金
額

　

の
う
ち
、
事
業
収
入
等
に
係

　

る
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計

　

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ

　

る
こ
と

　

制
度
の
詳
細
や
申
請
書
（
記

入
方
法
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
役
場
住
民
課
税
務
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ

納　期 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期

8月31日 9月30日 10月31日 11月30日 12月26日

村 民 税 道 民 税 〇 〇 〇 〇
固 定 資 産 税 〇 〇 〇 〇

軽 自 動 車 税 〇

国民健康保険税 〇 〇 〇 〇 〇
※特別徴収対象者を除く。

税目
納期限

第
10
回
メ
ー
プ
ル
街
道

３
９
３
も
み
じ
祭
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国 民 健 康 保 険 税 に 関 す る お 知 ら せ
◆令和４年度国民健康保険税額

基礎分（医療分）
【限度額　65万円】

所得割額

資産割額
均等割額

平等割額

（加入者の前年中の総所得金額等－基礎控除43万円）×6.2%

（加入者の当該年度分の土地及び家屋に係る固定資産額）×60.0%
加入者数×19,000円
1世帯あたり　30,000円

後期高齢者支援金分
【限度額　20万円】

所得割額
資産割額

均等割額
平等割額

（加入者の前年中の総所得金額等－基礎控除43万円）×1.8%

（加入者の当該年度分の土地及び家屋に係る固定資産額）×10.0%
加入者数×6,000円
1世帯あたり　7,000円

介護分
【限度額　17万円】

所得割額
資産割額

均等割額
平等割額

（介護保険2号被保険者の前年中の総所得金額等－基礎控除43万円）×1.7%
（介護保険2号被保険者の当該年度分の土地及び家屋に係る固定資産額）×10.0%
介護保険2号被保険者数（40才から65才未満の方）×6,000円
1世帯あたり　7,000円

　

国
民
年
金
を
口
座
振
替
で
納

付
す
る
と
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が

な
く
、
納
付
す
る
手
間
が
省
け
便

利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
現
金
で

納
付
す
る
よ
り
も
お
得
な
「
早
割

制
度
」
や
「
前
納
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

■
口
座
振
替
の
申
込
方
法

◇
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
・
押
印（
お
届
け
印
）

　

し
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
金
融

　

機
関
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

◇
口
座
振
替
申
出
書
は
、
各
金
融

　

機
関
、
年
金
事
務
所
の
窓
口
備

　

え
付
け
の
ほ
か
、
日
本
年
金
機

　

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す

　

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
注
意
事
項

◇
月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営

　

業
日
が
引
落
日
と
な
り
ま
す
。

◇
原
則
と
し
て
、
初
め
て
「
２
年

　

前
納
」「
１
年
前
納
」、「
６
ヶ

　

月
前
納
」、「
早
割
」
を
申
し
込

　

み
さ
れ
た
場
合
、
振
替
日
に
前

　

月
分
と
合
わ
せ
て
引
落
し
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
お
申
し
込
み
時
期
に
よ
っ
て
は
、

　

各
制
度
を
ご
利
用
で
き
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

　

小
樽
年
金
事
務
所
（
℡
０
１
３
４

　

－

２
３

－

４
２
３
６
）
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
便
利
で
お
得
で
す

◆現金納付と口座振替の割引制度を利用した場合の保険料納付額の比較

１ケ月分

６ケ月分

１年度分

２年度分

毎月納付の
納付額

現金（納付書）
前納の納付額

口座振替による納付額

早割 前納

16,590円    
16,540円    

50円おトク    

99,540円
98,730円    

810円おトク    

98,410円    

1,130円おトク    

199,080円
195,550円    

3,530円おトク    

194,910円    

4,170円おトク    

397,320円
382,780円    

14,590円おトク    

381,530円    

15,790円おトク    

※前月納付の納付額は、納付書による毎月納付及び翌月末振替の口座振替の額となります。
※保険料額は、令和４年度額です。（２年度分のみ令和５年度保険料16,520円×12ヶ月を含みます。）
※「早割（当月分保険料を当月末に引落し）」は、月々50円づつ（年間で50円×12ヶ月＝600円）割引となります。
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INFORMATION

地域おこし協力隊通信 第４号
　６月１９日（日）にふるさと納税現地交流会が開催され、約50名の参加者の皆様にコロポックル村
でアスパラの収穫体験をしていただきました。コロナ禍で外出がためらわれる今、自然の中でアスパ
ラ収穫をすることはとても気持ちのよい体験になったと思います。収穫を終えたころには大人も子供
も袋いっぱいに詰まったアスパラを嬉しそうに抱えていました。その後はふるさと納税の寄附金の使
途についてご報告をし、最後に道の駅へ案内してジェラートを食べていただきました。道の駅に着い
た時はたくさんのパンが並んでいて次々と出来立てが追加されていたのですが、多くの参加者がパン
を購入されていて1時間もしないうちにほとんど売り切れていました。当日は天気にも恵まれて、参加
した皆さんの思い出に残る現地交流会になったと思います。
　６月は梅雨に入ってジメジメと蒸し暑い季節になる印象だったのですが、北海道では梅雨が無いと
聞いて驚きでした。言われてみれば、雨の降り続く日が少なくて晴れの日が多かった印象です。日差
しがあると日中は汗をかきそうなくらいでしたが、夕方になると穏やかな涼しさに変わり、夜になれ
ば冷たい風が吹いて過ごしやすかったです。そのほかの北海道らしい体験は、緯度が高いため日が昇
るのが早く、目が覚めた時に朝の８時くらいかと思ったら４時だったということがしばしば起こるこ
とです。朝日ののぼり具合で時間を把握することがまだ難しく感じていますが、朝が早いと一日を得
した気持ちになれるので不思議です。
　最近は日に日に田んぼの苗が成長していくの
を見ながら夏の到来を予感しています。
　北海道の夏はたくさんの野菜や果物が直売所に
並ぶと思うので、機会があれば立ち寄ってみた
いと思います。

※写真注釈
（7月6日、7日の2日間にわたって開催された
「きて・みて・たべて・しる『きた☆しり』
inあいくる」の様子。当日はたくさんの方に
立ち寄っていただけました。）

　

毎
年
お
盆
の
時
期
に
な
る
と
、

た
く
さ
ん
の
方
が
お
墓
参
り
に

訪
れ
て
い
ま
す
が
、
村
で
は
お

墓
参
り
の
マ
ナ
ー
と
し
て
、
お

供
物
の
お
持
ち
帰
り
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

お
供
え
物
は
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
ス
ズ
メ
バ
チ
を

誘
引
し
た
り
、
カ
ラ
ス
・
ク

マ
・
キ
ツ
ネ
等
の
野
生
動
物
が

散
ら
か
す
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
墓
参
り
を
し
た
後
の
お

供
物
等
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
ト
イ
レ
の
ご
案
内

◆
赤
井
川
墓
地
に
お
参
り
の
方

　

赤
井
川
火
葬
場
ト
イ
レ

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時  

　

ま
で

◆
都
墓
地
に
お
参
り
の
方

　

道
の
駅
あ
か
い
が
わ

　

24
時
間
使
用
可
能

　

土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交

換
・
営
業
譲
渡
な
ど
、
一
定
面

積
以
上
の
土
地
取
引
に
係
る
契

約
を
し
た
場
合
に
は
、
国
土
利

用
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
に

届
出
が
必
要
で
す
。

■
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積

○
市
街
化
区
域

　

２
千
㎡
以
上

○
市
街
化
区
域
外
の
都
市
計
画

　

区
域
内

　

５
千
㎡
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外

　

１
万
㎡
以
上

■
届
出
者

○
土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主

　

等
）

■
届
出
期
限

○
契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で

　

も
、
届
出
書
の
提
出
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類
（
各
３
部
）

○
土
地
売
買
等
届
出
書

○
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

○
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し

　

た
縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の

　

地
形
図

○
土
地
及
び
形
状
を
明
ら
か
に

　

し
た
５
千
分
の
１
以
上
の
図

　

面
○
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し

　

た
図
面

○
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す

　

る
場
合
）

■
罰
則

　

届
出
を
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、

　

６
ヶ
月
以
内
の
懲
役
ま
た
は

　

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が

　

課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

　

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課
産
業
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取

引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

お
盆
の
お
墓
参
り
の
マ
ナ
ー



18� 広報あかいがわ　2022.8.1

お知らせ伝言板

　

対
象
と
な
る
資
格
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

　

受
講
料

　

費
用
の
８
割

　

上
限　

８
０
，
０
０
０
円

　

研
修
に
係
る
受
講
料
（
テ
キ

　

ス
ト
代
、
実
習
に
要
し
た
費

　

用
等
を
含
む
）
の
８
割
を
助

　

成
し
ま
す
。（
印
紙
代
金
は

　

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

■
事
業
名

　

赤
井
川
村
地
域
介
護
力
創
出

　

支
援
事
業
助
成
金

■
目
的

　

住
民
の
介
護
資
格
取
得
に
よ

　

る
地
域
介
護
力
の
向
上
、
村

　

内
及
び
近
隣
市
町
内
事
業
所

　

に
お
け
る
介
護
人
材
の
確
保

　

並
び
に
介
護
人
材
の
資
質
の

　

向
上
及
び
職
場
へ
の
定
着
促

　

進
。

■
対
象
者（
左
記
を
満
た
す
方
）

〇
赤
井
川
村
の
住
民
の
方

〇
期
間
内
に
介
護
職
員
初
任
者

　

研
修
課
程
を
修
了
し
た
方

〇
国
、
北
海
道
、
他
の
地
方
公

　

共
団
体
、
公
益
団
体
等
か
ら

　

同
種
の
補
助
金
等
の
交
付
を

　

受
け
て
い
な
い
方

※
就
労
し
て
い
る
勤
務
先
か
ら

　

助
成
金
の
対
象
と
な
る
経
費

　

に
つ
い
て
一
部
助
成
を
受
け

　

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
助
成

　

額
を
除
い
た
額
が
対
象
経
費

　

と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
に
研
修
の
修
了
を
証

　

明
す
る
書
類
及
び
領
収
書
を

　

添
え
て
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
申
請
書
は
下
記
に
掲
載
し

　

て
い
る
ほ
か
、
窓
口
で
も
交

　

付
し
ま
す
。）　

■
そ
の
他

　

令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

ィ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業
の

　

一
つ
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

　

し
た
が
、
当
面
の
間
、
継
続

　

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

現
在
、
耕
作
の
停
止
に
よ
り

農
地
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
土
地
（
耕
作
放
棄
地
）
が
、

道
内
各
地
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
耕
作
放
棄
地
は
、

様
々
な
生
物
の
す
み
か
と
な

り
豊
か
な
農
村
環
境
を
生
み
出

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、

エ
ゾ
シ
カ
・
ヒ
グ
マ
・
ア
ラ
イ

グ
マ
な
ど
の
農
作
物
を
荒
ら
す

動
物
の
隠
れ
場
所
と
な
っ
た
り
、

害
虫
や
雑
草
の
増
加
を
も
た
ら

し
た
り
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
（
地
独
）
北
海
道
立
総
合
研

究
機
構
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・

地
質
研
究
所
で
は
、
北
海
道
の

耕
作
放
棄
地
が
地
域
の
社
会

や
自
然
に
与
え
る
影
響
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

耕
作
放
棄
地
を
利
用
す
る
生
き

物
に
つ
い
て
の
調
査
を
開
始
し

ま
し
た
（
研
究
期
間
令
和
４
年

度
～
６
年
度
）。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
赤
井
川
村

の
過
去
に
非
農
地
化
が
な
さ
れ

た
土
地
に
お
い
て
次
の
よ
う
な

調
査
を
い
た
し
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■
調
査
内
容
等

○
平
成
20
年
に
非
農
地
化
通
知

　

が
な
さ
れ
た
土
地
を
公
道
か

　

ら
観
察
し
、
生
育
し
て
い
る

　

動
植
物
等
に
つ
い
て
記
録
し

　

ま
す
。

○
調
査
は
、
８
月
15
日
～
26
日

　

の
期
間
の
内
、
数
日
間
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。

○
私
有
地
に
は
立
ち
入
り
ま
せ

　

ん
が
、
双
眼
鏡
に
よ
る
観
察

　

や
、
写
真
撮
影
を
行
う
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

○
調
査
を
行
う
際
は
、
で
き
る

　

だ
け
周
り
に
声
を
掛
け
、
調

　

査
員
は
腕
章
を
着
用
し
ま
す
。

○
今
回
調
査
を
行
っ
た
結
果
を

　

も
と
に
、
一
部
の
土
地
に
つ

　

い
て
は
、
私
有
地
に
立
ち
入

　

っ
て
の
調
査
を
行
い
た
い
と

　

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、

　

役
場
（
産
業
課
産
業
係
）
を

　

通
し
て
改
め
て
ご
説
明
い
た

　

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た

　

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
（
地
独
）
北
海
道
立
総
合
研

　

究
機
構
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

　

・
地
質
研
究
所
自
然
環
境
部

　

℡
０
１
１

－

７
４
７

－

３
５
３
８

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

◆
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◆
掛
金

　

日
額
３
２
０
円

■
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様

　

へ
の
お
願
い

◇
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就

　

労
日
数
に
応
じ
て
適
性
に
貼

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
申
請
方
式
の
場
合
は
、

　

労
働
者
の
就
労
日
数
に
応
じ

　

て
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
を
適
性

　

に
充
当
し
て
く
だ
さ
い
。

◇「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」

　

を
所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、

　

建
設
業
界
を
引
退
す
る
と
き

　

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請

　

求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

詳
細
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

　

共
済
機
構
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
１

－

２
６
１

－

６
１
８
６

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
及
び

特
別
法
人
事
業
税
の
申
告
及
び

各
種
申
請
・
届
出
を
電
子
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利

用
開
始
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

◇
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.eltax.lta.go.

　

jp/

◇
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.hokkai

　

do.lg.jp/sm
/zim

/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理

　

部
課
税
第
一
課

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
０
８
３

介
護
の
資
格
取
得
費
を

助
成
し
ま
す
！

耕
作
放
棄
地
現
地
調
査
へ

ご
協
力
の
お
願
い

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

法
人
道
民
税
等
の

申
告
等
を
電
子
で
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INFORMATION

　

村
で
は
、
令
和
２
年
度
に
策

定
し
た
「
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
経

済
産
業
省
の
補
助
事
業
に
よ
り
、

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活

用
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
の
調
査
結
果
の
概
要

と
令
和
４
年
度
に
実
施
し
て
い

る
調
査
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

◇
令
和
３
年
度
の
調
査
結
果
概

　

要
と
令
和
４
年
度
の
調
査
計

　

画
①
小
水
力
発
電
事
業
化
詳
細
調

　

査

　

旧
轟
水
力
発
電
所
の
あ
っ
た

白
井
川
を
調
査
地
点
と
し
て
、

サ
ク
ラ
マ
ス
幼
魚
調
査
、
流
量

調
査
、
現
地
測
量
、
地
質
調
査

に
基
づ
き
、
具
体
的
な
事
業
計

画
を
作
成
し
、
基
本
設
計
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

河
床
、
護
岸
等
に
新
た
な
土
木

工
事
の
必
要
性
や
事
業
費
の
増

加
、
工
期
の
長
期
化
等
新
た
な

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

水
利
権
協
議
に
必
要
と
な
る

魚
類
生
息
調
査
に
つ
い
て
は
、

対
象
魚
種
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ
ス

の
生
活
サ
イ
ク
ル
が
３
年
１
サ

イ
ク
ル
で
あ
る
た
め
、
令
和
４

年
度
に
お
い
て
も
魚
類
生
息
調

査
の
最
終
年
次
と
し
て
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

②
カ
ル
デ
ラ
温
泉
等
に
お
け
る

　

再
エ
ネ
導
入
可
能
性
調
査

　

老
朽
化
し
た
カ
ル
デ
ラ
温
泉

の
新
規
泉
源
掘
削
の
検
討
を
進

め
、
そ
の
温
泉
熱
と
カ
ル
デ
ラ

温
泉
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
湯
熱

の
利
用
を
進
め
る
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
新

規
泉
源
の
掘
削
に
よ
る
カ
ル
デ

ラ
温
泉
施
設
内
で
の
温
泉
熱
の

有
効
利
用
と
隣
接
す
る
避
難
所

で
あ
る
体
育
館
で
の
廃
湯
熱
利

用
の
検
討
調
査
を
実
施
し
、
Ｃ

О
２
排
出
量
の
削
減
並
び
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
阿
女
鱒
岳
地
熱
資
源
活
用
調

　

査

　

出
光
興
産
（
株
）
等
民
間
企

業
に
よ
る
地
熱
発
電
の
事
業
化

に
対
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
に
向
け
た
調
査
を
実
施

し
、
地
熱
発
電
所
が
整
備
さ
れ

た
場
合
の
仮
定
と
し
て
、
熱
利

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
運
搬
方
法
や

利
活
用
方
法
を
ま
と
め
、
地
域

農
業
や
観
光
に
お
け
る
熱
利
用

の
可
能
性
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
地
域
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換
、
脱
炭
素

な
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

①
か
ら
③
ま
で
の
調
査
結
果
や

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
再
考
察

し
、
村
の
経
済
活
動
の
活
性
化

や
２
０
３
０
年
に
向
け
、
ま
ち
、

く
ら
し
、
し
ご
と
に
寄
与
す
る

持
続
可
能
な
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
ａ
ｋ
ａ
ｉ
ｇ
ａ
ｗ
ａ

推
進
戦
略
」
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　赤井川村での再生可能エネルギーの取り組みは、持続可能な開発計画
（SDGｓ）が掲げる17の目標のうち４つの目標と結びついています。

赤井川村カルデラ温泉掘削位置図および掘削状況図

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
構
造
転
換
に
関
す
る
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
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お知らせ伝言板

◆
開
催
月
日
／
６
月
28
日

◆
会
議
案
件

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

　

賃
借
権
の
設
定　
　
　

２
件

◇
農
地
基
本
台
帳
の
補
正
に
つ

　

い
て

　

追
加　
　
　
　
　
　
　

１
件

◆
開
催
月
日
／
７
月
８
日

◆
会
議
案
件

◇
新
規
就
農
に
つ
い
て

◇
農
業
者
年
金
で
し
っ
か
り
積

　

立
て
、
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト

　

安
心
で
豊
か
な
老
後
を

■
上
乗
せ
年
金
に
は
農
業
者
年

　

金
が
最
適
で
す
！

　

老
後
の
家
計
費
の
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
、
国
民
年
金
の

上
乗
せ
年
金
と
し
て
、
農
業
者

だ
け
が
加
入
で
き
る
農
業
者
年

金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
40
年
間
の

保
険
料
が
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
月

２
万
円
の
場
合
（
試
算
）、
夫

婦
２
人
で
農
業
者
年
金
が
月
額

12
．
５
万
円
（
試
算
）
と
な
り
、

国
民
年
金
約
13
万
円
と
併
せ
て

約
25
．
５
万
円
と
、
生
活
に
必

要
な
現
金
支
出
を
ま
か
な
え
る

水
準
と
な
り
ま
す
。
40
歳
、
50

歳
か
ら
の
加
入
で
も
保
険
料
の

設
定
に
よ
っ
て
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
並
み
の
年
金
が
期
待
で
き
ま

す
。

■
農
業
者
年
金
の
特
徴

１
．
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

　

は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
！

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険

料
納
付
免
除
者
を
除
く
）
で
あ

っ
て
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
配
偶
者
や
後
継

者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の
方

も
加
入
で
き
ま
す
。

２
．
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い

　

つ
で
も
見
直
し
で
き
ま
す
！

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額

の
目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
を

自
由
に
決
め
ら
れ
（
月
額
２
万

～
６
万
７
千
円
の
間
で
千
円
単

位
）、
経
営
の
状
況
や
老
後
設

計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ

ま
す
。

３
．
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措

　

置
が
あ
り
ま
す
！

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
節

税
に
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
基
金
が
保
険
料

を
運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益

（
保
険
料
の
運
用
益
）
は
非
課

税
で
す
。

　

将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金

に
は
、
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
。（
65
歳
以
上
の

方
は
公
的
年
金
等
の
合
計
額

が
１
２
０
万
円
ま
で
の
場
合
は
、

全
額
控
除
で
き
ま
す
。）

４
．
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年

　

金
！
年
金
資
産
は
安
全
性
を
重

　

視
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
！

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と

そ
の
運
用
益
（
付
利
）
に
よ
り

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま

る「
積
立
方
式（
確
定
拠
出
型
）」

の
年
金
で
す
。
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
も
制
度
の
安
定
性
は
損

な
わ
れ
ま
せ
ん
。

５
．
終
身
年
金
で
す
！
80
歳
ま

　

で
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

　

場
合
、
死
亡
一
時
金
が
あ
り

　

ま
す
！

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80

歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
額

の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
を
、

ご
遺
族
に
死
亡
一
時
金
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

６
．
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の

　

要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
保

　

険
料
の
国
庫
補
助
金
が
あ
り

　

ま
す
！

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を

し
て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族

経
営
協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・

後
継
者
の
方
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
（
月
額
最
高
１
万
円
、

通
算
す
る
と
最
大
で
２
１
６
万

円
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
国
庫
補
助
額
に
見
合
う

年
金
は
、
農
地
等
の
経
営
継
承

す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら
特
例
付

加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

農
地
等
の
経
営
継
承
の
時
期

に
つ
い
て
の
年
齢
制
限
は
な
く
、

本
人
の
体
力
な
ど
に
応
じ
て
受

給
の
時
期
を
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
ご

相
談
を
赤
井
川
村
農
業
委
員
会

に
さ
れ
た
方
に
は
、
先
着
10
名

様
に
洗
剤
と
タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
は
お
早
め
に
！ 

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

  
ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
買
希
望　

７
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
４
年
７
月
14
日
現
在
）

◇
適
正
な
農
地
利
活
用
に
つ
い
て

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る

た
め
に
重
要
な
土
地
の
一
つ
で

す
。
農
地
で
の
危
険
な
行
為
や

農
作
物
の
盗
難
等
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
１
日
付
け
で
母
沢
区
会

長
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
新　

岩
本　

繁
さ
ん

　
（
７
月
１
日
～
）

◇
旧　

足
立　

一
夫
さ
ん

　
（
～
６
月
30
日
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
25
回

お

知

ら

せ

農
業
委
員
会
総
会 

第
26
回

区
会
長
変
更
の

お

知

ら

せ
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

８
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

　

原
子
力
安
全
対
策
課

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
０
１
１

　
「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
」
で
は
令
和
５
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

障
が
い
の
あ
る
求
職
者

■
訓
練
科
目

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

　

機
械
科
、総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
総
合

　

実
務
科

■
願
書
受
付
期
間

　
10
月
３
日（
月
）～
10
月
21
日（
金
）

■
選
考
試
験
日

　

11
月
７
日（
金
）

■
選
考
場
所

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

■
試
験
内
容

　

数
学
、国
語
、面
接

■
問
い
合
せ
先

〇
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

〇
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡
０
１
２
５

－

５
２

－

２
７
７
４

　

Fax
０
１
２
５

－

５
２

－

９
１
７
７

　

北
海
道
で
は
、「
北
海
道
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
事
故
防

止
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
令
和
４
年
６
月
24
日
付
け

で
道
内
7
水
域
を
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
の
航
行
を
制
限
ま
た

は
禁
止
す
る
こ
と
が
出
来
る
水

域
利
用
調
整
区
域
と
し
て
指
定

し
ま
し
た
。

〇
石
狩
浜
海
水
浴
場
水
域

〇
お
た
る
ド
リ
ー
ム
ビ
ー
チ
海

　

水
浴
場
水
域

〇
銭
函
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
水
域

〇
銭
函
海
水
浴
場
水
域

〇
蘭
島
水
域

〇
浜
中
・
モ
イ
レ
海
水
浴
場
水
域

〇
壮
瞥
温
泉
園
地
水
域

　

詳
し
く
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
事

　

故
防
止
に
関
す
る
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.hokkai

　

do.lg.jp/sm
/ktk/bsb/pb/

　

pb.htm

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局

　

危
機
対
策
課

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
０
１
４

　

北
海
道
で
は
、
原
子
力
防
災

対
策
に
係
る
知
識
の
普
及
と
啓

発
の
た
め
、「
緊
急
時
に
住
民

の
皆
さ
ん
が
取
る
べ
き
行
動
」

な
ど
を
掲
載
し
た
北
海
道
原

子
力
防
災
カ
レ
ン
ダ
ー
を
赤
井

川
村
の
全
戸
を
対
象
に
配
布
し

ま
す
。

　　

そ
こ
で
、
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
す
る
絵
画
を
村
内
の

小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
絵
画
の

う
ち
入
選
作
品
を
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

募
集
作
品
テ
ー
マ
は
、
13
町

村
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
や
、
四

季
折
々
の
風
景
で
す
。

　

用
紙
は
Ｂ
３
又
は
四
つ
切
り
、

使
用
す
る
画
材
は
自
由
で
す
。

　

応
募
す
る
際
は
用
紙
裏
面
に

①
通
っ
て
い
る
学
校
名

②
学
年

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
住
所

⑤
電
話
番
号

⑥
作
品
名

を
記
載
し
て
、
役
場
（
総
務
課

企
画
地
域
振
興
係
）
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
期
間
は
９
月
２
日（
金
）

ま
で
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局

絵
画
の
募
集

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2022.6.17 0.058 晴れ
6.21 0.056 くもり
6.24 0.071 雨
6.28 0.059 くもり
7.1 0.054 晴れ
7.5 0.055 晴れ
7.8 0.059 晴れ

7.12 0.055 晴れ
※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

訓
練
生
の
募
集

北
海
道
水
域
利
用
調
整

区
域
の
指
定
に
つ
い
て
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人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 １，００７ ３１ １，０３８ △８

男 ５０８ １６ ５２４ △６

女 ４９９ １５ ５１４ △２

世帯数 ５２４ ２３ ５５２ △６

※令和４年６月30日現在

住
民
の
ま
ど

�〈
６
月
15
日
～
７
月
14
日
届
出
〉

こ
の
期
間
に
戸
籍
の
届
出
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
指
定
寄
付
（
社
会
福
祉
の
た

　

め
）
と
し
て　

10
万
円

　

田
村　

政
司
様

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
６
月
15
日
～
７
月
14
日
〉

（
６
月
）

15
日
◇
赤
井
川
第
２
回
定
例
会

　
　
　

／
字
赤
井
川
／
～
16
日

17
日
◇
中
村
裕
之
衆
議
院
議
員

　
　
　

政
経
セ
ミ
ナ
ー
／
小
樽

　
　
　

市

19
日
◇
ふ
る
さ
と
納
税
現
地
交

　
　
　

流
会
／
赤
井
川
村
内

21
日
◇
国
税
局
・
余
市
税
務
署

　
　
　

表
彰
伝
達
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

22
日
◇
赤
井
川
村
除
雪
Ｊ
Ｖ
地

　
　
　

域
貢
献
感
謝
状
贈
呈
／

　
　
　

字
赤
井
川

23
日
◇
産
学
官
連
携
打
合
せ
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
造
林
協
会
監
査
／

　
　
　

字
赤
井
川

24
日
◇
も
み
じ
祭
実
行
委
員
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

25
日
◇
赤
井
川
へ
き
地
保
育
所

　
　
　

運
動
会
／
字
赤
井
川

27
日
◇
赤
井
川
村
議
会
第
３
回

　
　
　

臨
時
会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
　
　

ン
協
会
道
央
支
部
来
庁

　
　
　

協
議
／
字
赤
井
川

28
日
◇
社
会
を
明
る
く
す
る
運

　
　
　

動
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

29
日
◇
「
日
本
で
最
も
美
し
い

　
　
　

村
」
連
合
総
会
／
秋
田

　
　
　

県
／
～
７
月
１
日

（
７
月
）

４
日
◇
赤
井
川
村
社
会
福
祉
協

　
　
　

議
会
長
来
庁
／
字
赤
井

　
　
　

川

６
日
◇
北
後
志
町
村
長
会
総
会

　
　
　

／
古
平
町

７
日
◇
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
　
　

ン
協
会
道
央
支
部
懇
談

　
　
　

会
／
札
幌
市

８
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

11
日
◇
後
志
６
村
連
携
協
定
調

　
　
　

印
式
／
倶
知
安
町

12
日
◇
地
域
貢
献
事
業
感
謝
状

　
　
　

贈
呈
／
字
赤
井
川

14
日
◇
鶴
居
村
中
学
生
交
流
事

　
　
　

業
／
赤
井
川
村
内

　
　

◇
北
海
道
市
町
村
長
交
流

　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
／
札
幌
市

１
日
◇
選
挙
管
理
員
会

６
日
◇
入
札

８
日
◇
建
設
業
務
検
定

９
日
◇
土
木
業
務
検
定

　
　

◇
障
害
者
研
究
協
議
会

　
　

◇
水
道
下
水
道
検
定

10
日
◇
議
会
協
議
会

15
日
◇
赤
井
川
村
議
会
第
２
回

　
　
　

定
例
会
／
～
16
日

21
日
◇
選
挙
管
理
員
会

　
　

◇
土
木
工
事
検
定

24
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

　
　

◇
も
み
じ
祭
実
行
委
員
会

27
日
◇
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◇
赤
井
川
村
議
会
第
３
回

　
　
　

臨
時
会

28
日
◇
第
25
回
農
業
委
員
会
総
会

30
日
◇
教
育
委
員
会
議

　
　

◇
村
営
住
宅
入
居
者
選
考

　
　
　

委
員
会

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候

補
補
生
・
航
空
学
生
・
防
衛
大

学
校
生
・
防
衛
医
科
大
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■今月の表紙
　今月号は、表紙・裏表紙共に保育所の
運動会の写真です。
　今年度は、親子競技の復活や観覧の制
限を一部緩和しての開催となりました。せっ
かくなので、親子競技の写真を表紙に、裏
表紙は子どもたちの玉入れ競技にしました。
　参加された皆さんお手伝いされた皆さん、
お疲れ様でした！

む
ら
の
日
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月
）
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広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■同封されているむらのカレンダーや回覧文書をご覧になって気
づかれた方も多いかと思いますが。。。夏のビッグイベント「カルデ
ラの味覚まつり」が惜しまれつつも終了し、新生もみじ祭が８月か
ら10月にかけて開催されます。詳細については広報などの様々な媒
体を通して皆さまにお知らせしますので、お楽しみに！（K）
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

赤井川へき地保育所運動会
撮影：保健福祉課福祉係　場所：村体育館　撮影日：2022年6月25日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。


